
令和８年９月３日

経済産業部産業成長推進課産業立地戦略室

徳島バッテリーバレイ構想
関連施策の進捗状況及び戦略推進について

資 料 １徳島バッテリーバレイ構想推進会議（第６回）

案



目 次

1. 地域産業クラスター計画について

2. 計画の推進体制等について



Chapter

01 地域産業クラスター計画について

3



4

1. 地域産業クラスター計画について

策定までの動き（構想推進～計画策定）
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1. 地域産業クラスター計画について

戦略１７分野への「蓄電池」の追加

❶AI・半導体
❷デジタル・サイバーセキュリティ
❸情報通信
❹量子
❺防衛産業
❻航空・宇宙
❼海洋
❽造船
❾マテリアル（重要鉱物・部素材）
❿合成生物学・バイオ
⓫創薬・先端医療
⓬資源・エネルギー安全保障・GX

⓭フュージョンエネルギー
⓮防災・国土強靱化
⓯港湾ロジスティクス
⓰フードテック
⓱コンテンツ

｢日本成長戦略｣における官民投資を優先的に支援する “主要な製品・技術等” に選定

蓄電池は様々な分野に関係

17の戦略分野 主要な製品等

日本の成長を牽引する、１７の重要産業分野。 官民投資を優先的に支援する６２の製品・技術等。

太字・下線の分野

戦略分野 主要な製品・技術等

デジタル･
サイバー
セキュリ
ティ

①データプラットフォーム

②セキュリティの確保された政
府･地方公共団体のAX/DX基盤

③AI時代に対応した先進的サイ
バーセキュ リティ製品・サー
ビス

④クラウド・データセンター、

蓄電池

⑤クラウドネイティブに最適化
された医療Ｄ Ｘ基盤

⑥自動運転技術
官民投資32.7兆円

2035年度までで

R8.6.24
追加
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1. 地域産業クラスター計画について

「蓄電池・電源産業戦略（経済産業省）」への明記

蓄電池・電源産業戦略(抜粋)

R8.6.2戦略改訂 

Pick up!
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1. 地域産業クラスター計画について

「蓄電池」分野における地域産業クラスター計画の策定

地域未来戦略の「先行事例」に選定 !! R8.7.31計画策定 

徳島バッテリーバレイ構想をもとに「蓄電池分野
における地域産業クラスター計画」を策定・発表

• 県内への産業集積
• 大学・高専・N-E.X.T.(ネクスト)ハイスクール
選定高校と連携した人材育成

• 道路･港湾といった関連インフラ整備等を推進

⚫ 既存の予算とは別の「特別枠」を設けるなど、
国として、しっかり支援する

⚫ 国と地方の二人三脚で、産業クラスターの花を
咲かせたい

第5回 地域未来戦略に関する関係副大臣
等会議・地域未来戦略に関する総理報告

令和8年7月31日(金)13:30～ ＠官邸2階大ホール

総理コメント

今後の取組

国支援の強化 各種施策の加速国支援の強化 各種施策の拡大

2,000億円の官民投資を呼び込む 等

計画目標（2030年まで）
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1. 地域産業クラスター計画について

地域未来戦略による支援対象計画

戦略産業クラスター計画等の全体像
地域未来戦略に関する関係副大臣等会議（第５回）資料



9

1. 地域産業クラスター計画について

「とくしま地域産業クラスター計画（蓄電池）」の概要

4.勝ち筋と政策手段

3.目指すべき目標1.産業領域 2.核となる区域

蓄電池・材料、製造設備の製造企業 

KGI（最終目標）        2022年          2030年

製造品出荷額 1,603億円 3,000億円

官民設備投資額 ‐ (累計)2,000億円

付加価値額 729億円 1,350億円

従業員数 4,232人 5,000人

人材育成数 ‐ (累計)10,000人

蓄電池関連産業

⚫ 蓄電池部品製造、蓄電池製造に必要なソフトウェア
開発、リサイクル（再資源化）企業 等も含む。

徳島県として”地域産業クラスター”の形成を推進し､国策としての”蓄電池･電源産業戦略”に貢献

経済安全保障の確立
(供給網強靭化)

GXの実現
(排出削減及び産業競争力強化)

電力制約の打破
(高度な電力需給と再エネの主力電源化)

⚫ 関連製品を含む研究開発
⚫ 周辺環境の整備

①研究・製品開発支援

⚫ 関西地域との連携
⚫ 産業界と教育機関の連携

②人材育成・確保

⚫ サプライチェーン企業の誘致
⚫ 県内企業調査、マッチング

③新事業展開・誘致促進

⚫ 道路・港湾・空港の整備
⚫ 工場用地等の提供体制の整備

④インフラ整備

⚫ 国支援策の有効活用
⚫ 補助金、低利融資の拡充

⑤各種支援制度

⚫ 障壁となる分野への対応
⚫ リサイクルシステム等の検討

⑥規制緩和

徳島バッテリーバレイ構想

徳島の勝ち筋

県内蓄電池産業の状況

2030年

徳島を含む関西圏は、国内の蓄電池製造品出荷額の
約半数を占める。Point!

2022年4位→2023年3位→2024年１位徳島県の順位

徳島は関西圏と中四国を繋ぐ「結節点」。エリ

ア全体の部品供給からセル製造までの工程を面

で繋ぎ、海外勢に対抗しうる製造供給ネット

ワークを構築｡

HEVやAI･データセンター用等、日本の技術優

位性を活かした多角的な競争力を持つ蓄電池の

製造基盤を構築し、日本のGXと新技術立国を

支える「戦略拠点」へ。

防災(BCP)や過疎地のモビリティ確保等、地域

課題を蓄電池エコシステムで解決。蓄電池によ

る生活拠点の強靱化をモデル化し全国へ発信。

蓄電池の回収からレアメタルの再資源化までを

強力に推進。海外依存を脱却し、我が国の資源

自律経済と経済安全保障に直接的に貢献する。

広域サプライチェーンのハブ 多様な蓄電池の製造基盤構築

地方発の社会実装モデル 静脈産業(リサイクル)の確立

地域の枠組みを超えた産学官連携の下、多角的な競争力を有する製造基盤を確立し､
我が国の蓄電池産業のグローバル市場の獲得に貢献

国家課題を解決する「戦略拠点」へ

国の戦略推進の課題
期待される効果

⚫蓄電池製造・材料メーカーやサプライ
チェーン企業､その他製造業､高等教育機関
が立地する地域

⚫材料メーカーやサプライチェーン企業、
その他製造業が立地する地域

⚫工業団地や工場適地等の周辺地域

東部・南部エリア

西部エリア

•徳島は関西･中四国の中心であり､県内に広く蓄電池産業が分布
•近隣エリアとの繋がりや優位性を活かし､産業クラスターを形成

地域産業クラスター計画の独自呼称

徳島県
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徳島バッテリーバレイ構想をもとに策定した「地域産業クラスター計画」に掲げる「2030年までに
2,000億円の官民投資を呼び込む」という目標の実現に向け、全庁を挙げて取り組むため、施策の具体
化及び進捗管理に必要な体制を整備。

推進会議の機能強化

⚫ 部会では、「調査研究・議論・対応策決定」までを実施。

⚫ スピード感のある対応とするため、本部会での決定をもって実行を可能とする。推進会議に対しては、会期に併せての報告
を行うこととする。

部会の対応（イメージ）

2. 計画の推進体制について

徳島バッテリーバレイ構想推進会議の機能強化

徳島バッテリーバレイ構想 産業戦略の理念、ビジョン

業界の課題を機動的に把握、施策反映に向けた横断的な連携を確保するため、分科会及び庁内ＰＴを設置

とくしま地域産業クラスター計画 構想の具体化、高度化

11

⚫ 各施策の進捗管理、
フォローアップ

⚫ 構想、計画の時勢に即した
リバイス検討

徳島バッテリーバレイ

構想推進会議

庁内プロジェクトチーム

• 規制緩和策などのアイデアについて意見交換

• 計画実行のために、
講ずるべき施策とス
ケジュールの具体化

新規設置

①インフラ整備  ②規制緩和  ③GX･AI活用推進

（目的）横断的な連携の下、分科会の議論を踏まえ施策反映

投資促進環境の整備に関する分科会

（目的）計画推進の核となる企業等の設備投資の後押し

新規設置

• 集中的な議論を要するテーマが出てきた場合に設置
を検討

その他分科会（必要に応じて）

意 見

意 見
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地域産業クラスター計画に掲げる「講じるべき政策パッケージ」の具体化とPDCAサイクルの確立に
向け、業界としての課題を機動的に把握するとともに、県庁内のプ団的な連携を確保すべく、「徳島
バッテリーバレイ構想推進会議」の下に分科会及び庁内プロジェクトチームを設置。

分科会

2. 計画の推進体制について

分科会と庁内プロジェクトチームの進め方（案）

庁内PT

8月 R9

計画策定
7月31日

次年度予算要求
11月初旬

事業開始
4月

予算要求と推進会議のスケジュール（参考）

分科会・PT開催

推進会議⑥

次年度施策への意見

推進会議❼ 推進会議❽

令和8年

9月上旬

徳島バッテリーバレイ構想策定会議（第６回） 臨時開催

分科会・庁内PT設置のための要綱改正

9月中下旬 分科会・庁内PT会議の開催

10月中(まで)

徳島バッテリーバレイ構想推進会議（第７回）

来年度実施すべき事業の整理・報告

令和9年

4月頃(まで)

徳島バッテリーバレイ構想推進会議（第８回）

令和10年度以降のアクションプランの検討・報告

地域産業クラスター計画のリバイスを議論

当面のスケジュール

⚫計画推進の核となる企業等の設備投資の後押し

⚫業界としての課題の機動的な把握

目的 （分野） （関係部局（案））

インフラ整備 県土整備部、企業局、経済産業部

規制緩和
危機管理部、生活環境部、農林水産部、県土整

備部、経済産業部

GX･AI活用推進 生活環境部、企画総務部、経済産業部

12月

⚫翌年度に実施すべき事業の整理

⚫ロードマップ（＝政策パッケージ）への反映及び精査

⚫その他必要な施策の検討及び調整

構成メンバー

役割

理事(産業振興担当)をトップに関係部局課長級で構成

⚫官民投資の促進に係るステークホルダー

構成メンバー

⚫設備投資に向けた障壁及び解決策の意見交換

⚫その他計画実現のために講ずべき施策の意見交換

役割

施策の具体化

意見

非公開での開催

各PTに対して意見

投資促進環境の整備に関する分科会

今回開催 進め方、フォロー

次年度予算検討
9月～10月

･･･11月10月9月 3月
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